
北海道における
農業分野での外国人材の状況等について

令和８年７月

北海道農政事務所 担い手育成課

１ 耕地面積の推移（全国、北海道）

※近年の北海道はほぼ変化なし
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人間にとって「食」とは、生きていく上で重要な活動です。その「食」を支えているのが農業です。
しかし、現在、日本の農業は「人口減少」、「担い手の減少」、「高齢化による労働力不足」、「温
暖化等の気候変動」などのさまざまな問題によって厳しい状況に置かれております（各図）。
こうした現状を打開する方法として、大規模化やスマート農業の導入、6次産業化などなど。
そして、外国人材の適切な受入れも必要となっています。
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※増加傾向となっている

３ 道内における１農業経営体あたりの経営耕地面積

２ 道内の農業経営体数
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４ 道内の新規就農者の推移

５ 道内の農外企業等の農業への参入状況の推移

※増加傾向となっている
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資料：北海道農政部農業経営課 「農外企業等が関連している農地所有適格法人の概要」



６ 道内農業分野における外国人材の受入状況
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資料：北海道労働局「外国人雇用状況の届出状況」（令和６年10月末現在

○外国人労働者数を国籍別にみると、ベトナムが最も多く13,104人（外国人労働者数全体の29.9％）であり、
次いでインドネシアが7,546人（同17.2％）、中国が5,887人（同13.4％）の順となっている。
○外国人労働者数は43,881人であり、前年と比べ8,442人（23.8％）増加している。うち、インドネシアが
2,919人（63.1％）、ミャンマーは1,784人（73.6％）、ベトナムは1,539人（13.3％）増加している。

資料：北海道労働局「外国人雇用状況の届出状況」（令和５年10月末現在
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資料:農林水産省HPの制度説明資料「農業分野における外国人材の受入れについて（令和７年３月）」

７ 外国人材向け支援コンテンツ

８ 特定技能外国人受入れの優良事例

資料:農林水産省HPの制度説明資料「農業分野における外国人材の受入れについて（令和８年５月）」
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資料:農林水産省HPの制度説明資料「農業分野における外国人材の受入れについて（令和８年５月）」

９ 外国人材呼び込みのための現地説明・相談会の取組

10 外国人受入れセミナー

資料:農林水産省HPの制度説明資料「農業分野における外国人材の受入れについて（令和８年５月）」
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資料:農林水産省HPの制度説明資料「農業分野における外国人材の受入れについて（令和８年５月）」

11 特定技能外国人の派遣形態による受入れ

12 特定技能派遣事業者コンソーシアム

資料:農林水産省HPの制度説明資料「農業分野における外国人材の受入れについて（令和７年３月）」
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（表） （裏）

13 外国人材受入総合支援事業

（参考）雇用就農資金のチラシ

募集要領より抜粋「法人等雇用就農者」が外国人の場合は、「永住者」、「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「定住者」又は「特別
永住者」の在留資格を有する者であること。 資料：農林水産省HP - ８ -


